
在宅生活を継続する上で、健康管理から社会参加まで切れ目のない
サービスを提供することが重要であり、訪問リハビリと訪問看護の
連携は欠かせません。事例を通して専門職に求められる役割や連携
について考えるシンポジウムをオンラインにて開催します。

【申込方法】右記のＱＲコードから申し込みをして下さい。
※キャリアメール（docomo,au等）のご使用はお控えください。
★応募期間：令和3年12月1日（水）～令和4年2月20日（日）

【申込み後のご案内】
①申込フォーム送信後、ご登録のメールアドレスに自動返信が届きます。
②開催日の数日前にご登録のメールアドレスに研修会URLをお送りします。

【お問い合わせ】訪問リハビリテーション委員会 【E-mail】shizuokahoumonreha@gmail.com

医療・介護・ケアマネジャー・
自治体職員・地域包括支援センターの方

令和4年 2月27日（日）13：00～16：00

オンライン研修（ZOOM ウェビナー）

対象
定員200名

参加
無料

日時

方法

概要

内容

訪問における看護職・リハビリテーション職に求める役割
◎静岡県健康福祉部健康局 健康増進課地域包括ケア推進室

訪問における看護師の在り方（役割・連携）
◎在宅リハビリ・訪問看護ステーション春 小風彩子氏

＜事例発表＞◎はるか訪問看護ステーション 鈴木玲子氏

訪問におけるリハビリテーション職の在り方（役割・連携）
◎株式会社デイベンロイ ピリ 睦 氏

＜事例発表＞◎ウエルライフ地域リハビリテーション・看護センター 鈴木朱美 氏

合同シンポジウム
～訪問における看護職・リハビリテーション職の連携・活用について～

＜司会＞ ◎静岡県リハビリテーション専門職団体協議会
訪問リハビリテーション委員会 加納 彰
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主催：静岡県 静岡県リハビリテーション専門職団体協議会


